ビジネス基礎　第４章　評価テスト　問題用紙
[１]次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。
　企業とは，ビジネスを行いたい事業主が，必要な（　①　）を集め，施設を用意し，原材料や商品を仕入れ，従業員を雇い入れてビジネスを行う組織体である。一般的に，企業は長期間にわたって存続し，成長していくことが求められる。そのために企業は，必要な費用を上回る収益を上げ，（　②　）を出さなければならない。
　企業には，いくつかの種類がある。出資者が誰であるかという点で分類すると，個人や民間の集団によって出資された私企業，国や地方公共団体が出資して設立した（　③　），さらに国や地方公共団体と，民間との合同出資で設立された公私合同企業がある。
　私企業の中心的なものには，株式会社がある。株式会社は，（　④　）の出資によって設立され，（　④　）は，利益の配当や株主総会での議決権を持つ。（　④　）の責任は，（ａ）有限責任とされている。株式会社を運営する機関には，株主総会，取締役・取締役会，（ｂ）監査役などがあり，会社の規模が大きくなると，（　④　）と経営者はわかれ，経営は専任の経営者にゆだねられるようになる。このことを（　⑤　）という。
　また，私企業の中には，（　⑥　）とよばれる，経済的に弱い立場にある中小商工業者・農林水産業者・消費者などが，相互扶助の精神でつくる企業形態もある。この組織の運営は，総会で選ばれた（　Ａ　）が行うことになっている。
（１）文中の（　①　）～（　⑥　）にあてはまる語句を答えなさい。
（２）文中の下線部（ａ）の内容としてふさわしいものを次の中から選び答えなさい。
	ア．企業が倒産した場合，その企業に出資した額を限度として責任を負う。
イ．企業が倒産した場合，その企業に出資した額と同じ額だけを追加で責任を負う。
ウ．企業が倒産した場合，その企業に出資した額と事業に関係の無い私財まで責任を負う。


（３）文中の下線部（ｂ）の役割としてふさわしいものを次の中から選び答えなさい。
	ア．取締役を選任したり，事業経営の基本方針を決定したりする。
イ．業務執行の方針を決定し，その執行を監督する。
ウ．業務執行および会計処理が適正に行われているか確認する。


（４）文中の（　Ａ　）にあてはまる語句を次の中から選び答えなさい。
	ア．理事　　　イ．幹事　　　ウ．参事


（５）企業の経営組織に関して，下図のような組織を何というか。
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[２]次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。
　ビジネスを行うには資金が必要となる。たとえば，小売業の場合は，商品を仕入れるための資金や，従業員の賃金の資金が必要である。このように，企業が日々のビジネスを行うのに必要な資金のことを（　①　）という。それに対して，企業が建物や機械などの設備を購入するときに必要な資金のことを（　②　）という。これらは起業する際にも，いかにして調達するかが重要になる。
　企業が資金を調達する方法には，個人や金融機関からの借り入れや社債の発行による方法があり，株式会社の場合には株式の発行という方法もある。これらの特徴をまとめたものが下表である。
	
	返済の義務
	利息の支払
	特徴

	金融機関からの借り入れ
	あり
	Ｃ
	Ｅ

	社債の発行
	Ａ
	あり
	Ｆ

	株式の発行
	Ｂ
	Ｄ
	出資者のリスクが高い


（１）文中の（　①　）～（　②　）にあてはまる語句を答えなさい。
（２）表中の（　Ａ　）～（　Ｆ　）にあてはまる語句・文章を次の中から選び答えなさい。ただし，同じ記号を何度選んでもよい。
	ア．あり　　　イ．なし　　　ウ．多数の投資家から資金を調達できる
エ．保証人や担保が必要となる　　　オ．価格の上昇を期待される


[３]次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。
　企業が納める税金には，国が課す国税と，地方公共団体が課す（　①　）がある。国税のうち，法人の事業により生じた利益（所得）に課される税金を（　②　）という。この税金は，（　Ａ　）。
　道府県民税と市町村民税をあわせたものを（　③　）という。これは日常生活にかかわりの深い公共サービスを受ける対価として支払うものであり，（　Ｂ　）。（　④　）とは，基本的に法人の利益（所得）に対して課される税金であるが，道府県税である。
　その他には，土地や建物，備品などの固定資産を所有している場合に課される（　⑤　）や，ものの販売やサービスの提供に対して課せられる（　⑥　）などがある。（　⑥　）は，すべての取引で課税され，最終的には，価格に上乗せされて（　Ｃ　）が負担するが，納税するのは（　Ｄ　）になる。
　わが国では，納税者が所得の金額と税額を自分で計算して申告し，納税する（　⑦　）が原則となっている。
（１）文中の（　①　）～（　⑦　）にあてはまる語句を答えなさい。
（２）文中の（　Ａ　），（　Ｂ　）にあてはまる文章を次の中からそれぞれ選び答えなさい。
	ア．赤字の企業は納める必要はない
イ．領収書などを作成したときに課せられる
ウ．個人にも法人にも課せられる


（３）文中の（　Ｃ　）と（　Ｄ　）にあてはまる語句の組み合わせを次の中から選び答えなさい。
	ア．Ｃ：各事業者　Ｄ：消費者　　　イ．Ｃ：消費者　Ｄ：各事業者
ウ．Ｃ：消費者　Ｄ：生産者


[４]次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。
　多くの企業は，従業員を雇いビジネスを行っている。従業員は企業に対して労働力を提供するかわりに，企業は従業員に（　①　）を支払うことで，両者の間に（　②　）という取引が成り立つ。
　わが国の企業の多くは，毎年４月に新卒者を定期採用し，一度採用した正社員を定年まで雇用する（　③　）を行ってきた。（　③　）は，従業員の企業への忠誠心を育てやすく，戦後の経済成長をささえた理由の一つとされている。企業の業務にあわせた（　④　）や（　⑤　）は，勤続年数を重ねるごとに身につくため，（　①　）は年齢にあわせて上がっていくという（　⑥　）の制度が成立してきた。しかし，最近では年齢や勤続年数ではなく，仕事の成果や業績にもとづいて社員の給料を決める（　⑦　）の制度を採用する企業も増えてきている。
　わが国の雇用形態は，長期雇用を前提とした待遇や人事制度のもとで働く（　⑧　）とよばれる労働者が含まれる正規雇用と，非正規雇用に分けられる。非正規雇用には，（ａ）契約社員，アルバイト・パートタイム労働者，派遣社員などが含まれる。
　企業は従業員が安心して働き，よりよい生活を送ることができるよう支援することが求められている。従業員の総合福祉や労働意欲向上のため，賃金とは別に，企業が従業員およびその家族に対して行う施策を（　⑨　）といい，その中身は，（ｂ）法定福利制度と法定外福利制度に分けることができる。
（１）文中の（　①　）～（　⑨　）にあてはまる語句を答えなさい。ただし，（　④　）には，「業務上の役割を果たす能力」という意味の語句が入り，（　⑤　）には，「人と人とのつながり」を意味する語句が入る。
（２）文中の下線部（ａ）の雇用形態の働き方として適切なものを，次の中から選び答えなさい。
	ア．Ａさんは，パソコン操作についての高いスキルをもっているので，期間や勤務場所を選びながら様々な企業で働いている。
イ．Ｂさんは，数か月や一年などあらかじめ期間を定めて，ひとつの企業において月給制で働いている。
ウ．Ｃさんは，一週間に20時間程度と比較的短い時間のみ勤務することとし，時間給制で働いている。


（３）文中の下線部（ｂ）にあてはまるものを次の中から選び答えなさい。
	ア．社会保険料の全部または一部を会社が負担する。
イ．従業員が住むための社宅を準備する。
ウ．新たに資格取得を目指した際の教育訓練費を補助する。


[５]次の文章を読んで以下の問いに答えなさい。
　企業の目的は「利益を追求すること」といわれる。しかし，そのためならば何をしても許されるというわけではない。わたしたちが社会の中で良心を持って行動することが大切なように，企業も社会の一員として，良心をもって行動することが求められている。この企業の良心のことを（　①　）という。また，企業は従業員を雇用することや税金を納めることなどの役割を果たさなければならない。これをいいかえれば（　②　）があるということになる。
　実際に企業が（　②　）を忘れ，利益のみを追求した結果，さまざまな形で企業不祥事が起こっている。このような企業不祥事を起こさないためには，まず企業は法律などの規則を守るようにしなければならない。このことを（　③　）といい，一般的に法令遵守と訳される。また，企業全体で（　③　）を重視する体制ができていないために，企業不祥事が起こるリスクが高くなるともいわれている。これをさけるため，一部の経営者や従業員の判断だけで企業活動が行われないようにする取り組みやしくみを（　④　）という。（　④　）の例としては，（　Ａ　）を導入している企業などがみられる。また，すべての利害関係者に対して，企業活動の（　Ｂ　）をすることも重要な取り組みの一つである。
（１）文中の（　①　）～（　④　）にあてはまる語句を答えなさい。
（２）文中の（　Ａ　）にあてはまる語句を次の中から選び答えなさい。
	ア．社内取締役　　　イ．社外取締役　　　ウ．代表取締役


（３）文中の（　Ｂ　）にあてはまる語句を次の中から選び答えなさい。
	ア．評価　　　イ．研修　　　ウ．情報公開


[６]次の各文章の下線部が正しければ○を，誤っていれば正しい語句に訂正しなさい。
（１）企業がもつ，ビジネスの世界で達成したい理想や夢を含んだ考え方や目標を定款という。
（２）今までにない新しいビジネスを他に先がけて行って，大きく発展させた人を発明家という。
（３）ビジネスを始めたい人が，インターネットを通じてアイディアを公開し，一般の人々から少額ずつ資金を提供してもらうしくみをクラウドファンディングという。
（４）賃金などの労働条件の維持や改善をめざして，労働者が組織する団体を信用組合という。
（５）企業活動によって，利益を得たり，損害を受けたりする人々や組織を利害関係者という。

ビジネス基礎　第４章　評価テスト　解答用紙
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